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１．モデル地区の概要 

・ 静岡県静岡市大岩二丁目は、昭和 30 年代後半から急速に宅地化が進んだ地域であり、 

閑静な住宅地となっている。 

・ 840 世帯、人口 3,000 人を越える、静岡市安東学区の中でも最も大きな町内会である。

転入者はほぼ全員町会に加わるが、単身赴任者は住民票を移さない者も多く、町会には

加入していない。 

・ 自主防災会へ防災委員 558 名が参加する、防災活動の活発な自主防災組織である。 

 

図１ 大岩二丁目自主防災会の位置 

 

 

【参考：ヒアリングについて】 

・上記町会のリーダーとして活躍してこられた鈴木氏へのヒアリングを通じて、大岩２丁

目自主防災会の活動状況を把握した。以下、ヒアリング結果を整理する。 

・実施日時：2005 年４月７日（木）9：50～11：50 

・ヒアリング対象者：大岩２丁目町内会顧問 鈴木 昭二 

参加者： 内閣府防災担当（丸谷、地下、木村、松田）、 

（財）都市防災研究所（守、鈴木、土肥）  （敬称略） 

 

モデル地区ヒアリング報告～大岩２丁目自主防災会～ 

大岩二丁目自主防災会 

静岡駅

資料ー１
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２．防災まちづくり活動の経緯 

・行政に手が廻らない活動を住民がやる主旨で昭和 56 年 5 月 1 日に、『大岩２丁目自主防

災会』を設立した。 

・防災訓練を核に、普段の町会活動との連携を図っていった。 

・840 世帯あまりが在住し、世帯を持っている住人はほとんどが町会に加入している。 

・初期の頃、子供会活動を活発に行っていったメンバーが中心に、防災訓練、福祉活動が

拡がっていった。規約（別紙 1：大岩二丁目自主防災会規約参照）を作り、それに沿っ

た訓練を行い、集合訓練を中心に活動を開始した。 

       

毛布と物干し竿で担架を作る訓練風景   消火器を正しく使うための訓練風景 

 

３．大岩二丁目自主防災会の取り組み 

 
（１）班毎に防災まちづくり活動を任せ、防災まちづくりに主体的に参加できる環境づくり 
・ 多人数が参加する集合訓練は一般住民が一部の人の訓練を見ている、見学者的な態度にな

りがちである。阪神・淡路大震災を契機として参加型訓練とするために、班別防災会を作

り班毎に独立した訓練を行う方向で活動を行い、それまで参加者が８百人規模であったも

のを 1,200人規模まで増やすことができた。 
・ 各班内では自主防災会での役割（救出、救護など）を担うメンバーが相互に協力して防災

訓練を実施している。 
・ 班別訓練は、距離的に身近な場所で訓練が行われるため近隣住民の出席率が上昇し、マン

ションのような非定住型の若年住民の多い場所でも、近くの駐車場で訓練を実施すること

で多人数の参加者に訓練に参加することができた。 
 

表１ 大岩二丁目自主防災会の組織構成 
班別防災会 世帯数 防災委員 

第１班防災会 ９５ ４５ 

第２班防災会 ７４ ７４ 

第３班防災会 ９４ ６１ 

第４班防災会 １０１ ６３ 

第５班防災会 ８９ ６５ 

第６班防災会 １２２ ８３ 
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第７班防災会 １１０ ６１ 

第８班防災会 ６２ ５２ 

第９班防災会 ８３ ５４ 

計 ８３０ ５５８ 

 

（２）『自主防災台帳』の作成 

・ 防災まちづくり活動を進める上で、地域にどの程度災害時要援護者が居るかを把握するこ

とは大変に重要であり、行政からの要請を受けて、自主防災台帳の作成を行った。 

・ 初年度は、プライバシー保護の観点から、自主防災台帳の作成に反対する人は居た。反対

する人は参加しなくても良いというスタンスでできるところから自主防災台帳の作成を

進めていった。 

・ 結果的に、地域内に様々な人材が居ることがわかり、緊急時に救護、医療など、専門的な

技能を必要とする活動の担い手が見えた。 

・ その後、毎年自主防災台帳の記入票を配り、記入、提出してもらうい、台帳のメンテナン

スを行っている。 

図２ 大岩２丁目自主防災会が配布した自主防災台帳 
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（３）災害弱者の救出、避難計画の作成 

・ 防災台帳作成の結果、災害時に援護を必要するお年寄りや障碍者が把握されたことから、

向こう三軒両隣の助けあいを行う、住民のリスト化を行うとともに、隣組でどう助け合う

かを相談することを行っている。 

 

図３ 「向こう三軒両隣援護活動」の記入表 

 

 

（４）地域安全の会（自警団）の結成 

・ 災害時における初期火災の発見、連絡、消火、または盗難防止など、住民の力で行うため

「大岩２丁目地域安全の会」を結成し、①地震対策のグループ、②防犯対策のグループ、

③防火対策のグループに分かれて、活動を実施している。 

①地震対策の活動内容 

・市防災課との連絡、防災用具のアンケート、使用できる家庭井戸の調査、家具転倒防

止のアンケート、消火器の有無と設置場所の調査 

 ②防犯対策の活動内容 

  ・安東交番との連絡、痴漢、悪質な訪問販売などの連絡、自転車の盗難防止、不法駐輪、

放置自転車の連絡 
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 ③防火対策 

  ・消防署との連絡、消火栓の調査、防災週間における子どもの作文・図画、町内巡回、

火の用心 

 

（５）「自主防災会」とボランティア活動を組み合わせた組織づくり 

・ ボランティア活動を通じて、人と人とのつながりを持ち、災害時にはボランティア活動を

担う組織がそのまま自主防災会に移行できるよう、自主防災会及び、大岩２丁目福祉協力

会の組織の見直しを行った。 
・ 自主防災会は表３に示すように、自主防災台帳の作成で把握された、町内の人材活用を前

提に、情報班、救出班、救護班、医療班、輸送班、物資班、消火班の７つの班に分けた。 
・ 福祉活動と連携した取り組みを整理すると、以下のようである。 
①温泉の会＝消火班 

   手足の不自由なお年寄りのいるお宅に梅ヶ島金山温泉よりトラック２台で、約３．５

トンの源泉を運び、各家庭のお風呂に直接給湯している。 
   町内にたまたま梅ヶ島金山温泉の関係者が居たことから、温泉の無料提供を受け、福

祉活動を実施している。偶数月の第一日曜日午前８時半から午後４時半までをかけて運

搬、給湯を行っている。休日に多くの時間を割く温泉宅配活動は無償のボランティアで

は長続きしないことから、有償で活動を行ってもらっており、その費用は町会費の中か

ら出す形となっている。 
  ②車で送る会＝輸送班 
   足腰の悪いお年寄りの方々が朝病院に行く時に、車で送るボランティア活動を行って

いる。 
③福祉会＝炊き出し班 
 70 才以上の一人暮らし老人と 80 才以上２人暮らし老人に毎月第３木曜日に給食サー
ビスを行っている。材料費の実費は町会費から負担する形になっている。 
④こそくり会＝救出班 
お年寄りのお宅で、「戸が動きにくい」、「棚を作りたい」、「タンスが倒れないように止

めて欲しい」といった要望を受けて、簡単な修理を行うなどの活動を行っている。 
 

表２ 自主防災会とボランティア活動の組織の組み合わせ 

No. 
自主防災会 

での活動担当 

ボランティア活動

グループの名称 
参加者の特徴・ボランティア活動の内容 

１ 情報班 
ｱﾏﾁｭｱ無線の会 

バイクの会 

アマチュア無線の有資格者 

バイク、オートバイなどの所有者 

２ 救出班 こそくり会 
大工、左官、電気、木工、塗装等建築関係で組織す

る。老人宅の簡単な修理等のボランティアを実施 

３ 救護班 訪問看護 
看護婦、保健婦の有資格者。寝たきり、一人暮らし

の老人のお宅を訪問、血圧測定・健康相談をする 
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４ 医療班 訪問医療 医師の有資格者（内科、外科、整形外科、歯科） 

５ 輸送班 車で送る会 老人が朝病院などに行く時に車で送るﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

６ 物資班 福祉会 
毎月第③木曜日に一人暮らし老人、80 才以上 2 人

暮らし老人に給食宅配サービスのボランティア 

７ 消火班 温泉の会 
偶数月第１日曜日に体の不自由なお年寄りのいる

お宅に温泉宅配サービスを実施 

 

表３ 自主防災台帳により把握された有資格者の人数 

資格内容 人数 
アマチュア無線有資格者 29名 
看護婦、保健婦有資格者 18名 
医師、薬剤師 9名  

 

（６）防災訓練参加を促すため、参加して楽しくなるような工夫を 

・ 防災訓練は決まりきったことを繰り返すことで、訓練参加者が飽きてしまうことも多い。

このため、参加者を飽きさせない、参加して楽しくなる工夫も必要である。 
・ 具体的には、救助犬協会から救助犬を呼んだところ非常に評判が良かった。 
・ また、中学校で行った防災訓練では県警のレスキュー隊を呼び、バイクが障害物を越えて

ジャンプする実演を行った。更に、４階からの避難訓練の際、救助袋の使用も児童には人

気の的であった。 

 

                                 
小中学生を対象した三角巾の講習会

防災訓練で倒壊した家屋から救助する救助犬
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（７）多様な防災施設の整備、防災グッズ等の備蓄 

・ 木造家屋が多いこともあり、災害としては火災への対応を重視しており、各家庭に消火器

の購入を要請している。また、130本の消火器を町内に設置しており、２～３軒に一本消
火器が置いてある。これらの消火器は、5年間で 2本盗まれ、1本にいたずらされただけ
である。 

・ また、町会には２台可搬ポンプがあり、（1台は所有、1台は貸借）、災害用の井戸が３箇
所、いずれも水量は豊富である。また一般家庭の井戸で災害用に使用できる井戸は 22箇
所ある。 

・ 避難所生活で、要介護者のプライバシーの保護を図るため、ダンボールによる間仕切りを

する装置を 20組分購入し準備している。 
・ 更に、町内の住民全員に炊き出しが可能なように、炊き出し用の釜の確保を図るとともに、

町内会として非常時の食糧供出について町内の米屋・スーパーと協定を結んでいる。 
 

図４ 大岩２丁目町内での消火栓等配置図 
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（８）今後、防災まちづくりを進めていく上での課題 
 

①家庭の自助努力強化 

・今後、更に充実されるべきことは各家庭の防災対応力である。ガラス飛散防止フィル

ム、耐震診断、耐震補修、最低３日分水と食料の備蓄などの自助努力が必要であり、

アンケート調査などを通じて、意識啓発に努めている。 
・なお、耐震診断は無償の一方で、耐震補修にあたって県から 30万円の助成制度注）が
あるが、かなりレベルの高い補修を行うことが要件となっており、改修費用が大きく

なり、実態として助成制度を活用することが困難な状況である。 
 
②地域間相互交流による防災まちづくりの知恵の共有 

・静岡県下に現在 6000 余りの町会があるが、その三分の二は訓練をやってはいない。
また、静岡市内でも自主防災組織が無い町内会もある。 
・今後、訓練活動を普及するためには個人表彰や団体表彰を受けた人々を集め、組織化

し訓練を進めていくが必要であると感じている。 
・その上で、交流会で得た他の地域のアイデアをすぐに実行することが、活動の活性化

に必要であり、大岩 2 丁目自主防災会での活動は他の地域の知恵を借りて行ったとこ
ろも多い。 

 
③小中学校における防災対応施設の充実化 

・避難所としては、学校施設を活用することになる。避難所運営も考慮に入れ、例えば、

防災備品としてバケツを 50個準備し、避難所生活者がトイレなどを活用する時の雑用
水運搬に活用できるように準備している。 
・避難所運営は、食料と水とトイレがあればできる。例えば、中学校に非常時に炊き出

しを行うスペースを確保しておくことなどを通じて、小中学校と地域と結びつきの中

で、防災対応力を強くしていくことも考えてみてはどうか。 
 
注）静岡県ではプロジェクト「ＴＯＵＫＡＩ（東海・倒壊）－0」事業の一環として、個人木

造住宅耐震性強化ための支援事業を実施している。 

①1981 年以前に建てられた個人用木造住宅の無料耐震診断  

②耐震診断で補修が必要になった場合、一棟当たり上限三十万円の助成 

③建て替えに対する融資 

 



 9

４．大岩町２丁目自主防災会の活動から学ぶ点 

 
（１）班（百世帯規模）ベースで防災訓練が行われ、地区レベルにリーダーの活動ノウハウ

が継承されている。 

・防災訓練は、自主防災会全体として大枠を決めるだけで、訓練の実質的な展開は、各班

に任されている。 
・従来の大規模な防災訓練では、見学するだけで実際に役立つ防災の体験にはなっていな

いことが多い。このため、百世帯規模の班レベルまで防災訓練の規模を小さくして、各

斑独自の防災訓練を行っている。 
・その結果、各班の創意工夫が自由に行われ、（例えば、炊き出しの時に、熾した火を使っ

た焼き芋を作るなど）、結果的に、町会長にリーダーシップに依存するのではなく、地区

レベルで防災まちづくり活動の担い手が育っており、防災を担う人づくりに成功してい

る。 
 

（２） 平常時のボランティア活動と防災活動の連携化 

・大工等、建築関係の技能を持つ住民が、高齢者住宅の一部補修を行う、医者などの参加

する医療班が町内在住の高齢者の健康診断を行う、消火班が温泉の宅配サービスを行う

というように、平常時のボランティア活動と防災活動を連携化させることで、自主防災

会への参加者が、町内住民の２０％近くにまで達する、町内ぐるみの防災活動となって

いる。 
・平常時のボランティア活動を、防災活動と連携化はさせていく取り組みに注目すべきで

ある。 
 
（３） 町会予算の中に自主防災組織の予算が組まれている。 

・大岩 2 丁目自主防災会の場合、自治会の予算枠として、防災活動の予算枠が確保されて
おり、その中から温泉宅配サービスの活動費や、炊き出し用の材料費などが手当てされ

ている。 
・経年的に防災まちづくり活動を行うためには、一定の活動費用を確保できるための仕組

みが不可欠であり、防災活動が町会活動の一環として位置づけられ、町会において手当

ての支給や実費を負担する仕掛けが組み込まれていることに注目すべきである。 
 
（４） 自治会の人事と並行して防災担当役職が決められている。 

・自治会の人事とは別個に並行して、自主防災会の役職が決められており、防災活動の積

み重ねを踏まえ、リーダーシップをとれる人材が、各班で選ばれる仕組みとなっている。 
・このため、自治会人事と切り離して、各班ごとに、顔の見える人間関係の中で、防災ま

ちづくりの担い手に参加してもらうことが可能となっている。 
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（別紙１：大岩二丁目自主防災会規約） 
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防災フェアにおける「全国防災まちづくりフォーラム（仮称）」 

 
１．開催趣旨 
近年、個人や地域の諸団体ＮＰＯ等の防災まちづくりの活動が広がりを見せてきてい

る。その中には、防災を主目的として始まったものではない地域の活動が、何かのきっ

かけで防災の関心を高めた例も少なくない。一方、大災害から時間が経つと防災意識が

低下しがちとなり、市民の手による防災活動は継続面で苦労が多い。このような状況を

踏まえ、平成 16 年 10 月に「民間と市場の力を活かした防災力向上に関する専門調査
会」がとりまとめた基本的提言では、防災まちづくりの動きを支援するため、先行事例、

支援措置等の情報提供や地域内･地域間の交流の支援などに取り組むことを政府に求め

ている。 
これを受けて、内閣府では、昭和 57年以来 24年間開催してきた防災フェアに、全国
の防災まちづくりに関わる推進者が集う場を「全国防災まちづくりフォーラム（仮称）」

として設け、各地域における防災まちづくりの状況を報告しあい、知識・ノウハウを交

換し、相互を励ましあう機会を設けたいと考えている。これにより防災まちづくりに関

連した地域内及び地域間の交流を支援し、防災まちづくり活動を活性化させ、関係する

市民・団体に永続的な活力を養っていただくことをめざすものとする。 
 

 
 

①防災まちづくりシンポジウム（テーマ案） 

１．住宅の耐震化 
市民グループが開発した安価な耐震改修の技術の成果を平塚市が補助対象工

法として採用。また、静岡市などでも取り組みが行われている。 
２．高齢者等、災害時要援護者の災害時避難の取り組み 

内閣府では平成16年３月に災害時要援護者の避難支援ガイドラインを策定し、
高齢者等、災害時要援護者の災害時避難の取り組みについて、いくつかの地域

の事例を紹介している。 
 

②防災まちづくり関係者の相互発表会・交流会の実施 

防災まちづくりの発表会を行い、後日、防災ポータルサイトを通じて、全国のま

ちづくり組織に優れた防災まちづくりへの取り組みとして紹介する。またフェイ

ス・トゥ・フェイスの交流の機会の場を防災まちづくり関係者へ提供する。 
 

 
 

資料－２ 



 

 
２．防災フェア in仙台、日程、会場 
 
 
日 時：平成１７年９月２日～５日 
 
会 場：アエル（ＡＥＲ 〒980 仙台市青葉区中央一丁目 3番 1号 AER５F 

TEL.022-724-1111 FAX.022-724-1115） 
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１．防災まちづくり支援策のハブとなる防災まちづくりポータルサイトの構築 

防災まちづくりポータルサイトを核として、その先行事例の情報を整理、提供するとともに、

各種団体の持つ様々な支援策と連携し、一般の市民、ＮＰＯ、商店街、企業のまちづくり活動

を支援する。 

  具体的には、防災まちづくりポータルサイトをハブとして、防災に無縁な市民、ＮＰＯ等が防災

風味のあるまちづくり活動へ参画することに役立つ全国のリソース（情報・技術・人材）の連携・

ネットワーク化を図る。 
 

図１ 防災まちづくりポータルサイトを核とした防災まちづくり活動展開のイメージ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災まちづくりポータルサイト構築の方向について 

資料－３ 

一般のまちづくり活動主体

まちづくり活動
組織

国、都道府
県、市町村

企業

防災まちづくり
ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ

都道府県、
市町村

専門家組織

大学等

まちづくり活動
組織

地域のソフト的
な取組みの
支援機能
との連携

防災まちづくり
支援ガイドブッ
クの提供 助言、講師派

遣、相談機能
との連携

防災・コミュニ
ティビジネス
立上げ支援機
能との連携

防災まちづくり
に関連した地
域交流の支援
機能との連携

企　　業

個　　人

一般のまちづくり組織が
防災まちづくり関連組織に転換

リンク/情報提供

情報提供・交流
凡例

アクセス/情報検索

情報提供/参加機会の提供

一般のまちづくり組織が
防災まちづくり関連組織に転換

防災まちづくり関連組織
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２．防災まちづくりポータルサイトの構成・案 

 

・ 防災まちづくりポータルサイト構築にあたっては、主に初心者に向けて【防災まちづくり

とは何？】において、防災まちづくり活動の内容が分かりやすく紹介しつつ、【事例のご

案内】でより詳しくその内容を紹介。 

・ 更に、【支援策のご紹介】で、事例との関連を示しながら支援制度の紹介を行う。 

・ そして、これを補完するように、防災まちづくりを進める上で知っておくと役に立つツー

ルを、【防災まちづくり道具箱】で紹介する。 

・ 併せて、【子どもと一緒に】において、親子で防災まちづくりを勉強するために参考にな

る事例、紙芝居などを紹介する。 

 

・ こうして、防災まちづくり初心者から、専門家まで、幅広いニーズに応える、防災まちづ

くりポータルサイトとする。（図２参照） 

 

・ なお、防災まちづくりポータルサイトは、内閣府の設けられる第 2ポータルサイト【みん

なで防災】のページの一部を構成する形で立ち上げるものとする。 
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図２ 防災まちづくりポータルサイトのサイトマップ構成案 

 

【防災まちづくりポータルサイトへようこそ】・防災まちポータル趣旨説明とメニュー紹介  

   |  |    └――【防災まちづくりの拡がりへの期待】  

   |  └―――――――【トピックス】・IT を活用したコミュニケーションツール 

   |                 ・全国防災まちづくりフォーラム(仮称) 

   | 

|―【1.防災まちづくりとは何？】・具体の活動内容を通じて、防災まちづくり全体像を説明 

   |  |―【1-1.学ぶ】 

   |  |―【1-2.調べる】 

   |  |―【1-3.付き合う】 

   |  |―【1-4.連携する】 

   |  |―【1-5.訓練する】 

   |  |―【1-6.交流する】 

   |  |―【1-7.啓発する】 

   |  |―【1-8.広報する】 

   |  |―【1-9.発信する】 

   |  |―【1-10.広報する】 

   |  |―【1-11.計画を作る】 

   |  |―【1-12.施設を作る】 

   |  └―【1-13.管理する】 

   | 

|―【2.事例のご案内】・防災まちづくり事例を、様々な分類を手がかりに調べられるよう紹介 

   |  └―【2-1. 分類別検索】 

   |  |  |―【2-1-1.活動対象とする市街地の分類】 

   |  |  |―【2-1-2.想定する災害の分類】 

   |  |  |―【2-1-3.活動内容による分類】 

   |  |  |―【2-1-4.組織の特徴による分類】 

   |  |  |―【2-1-5.活用した支援制度の有無・内容による分類】 

   |  |  └―【2-1-6.活動段階別ニーズによる分類】   

   |      

|―【3.支援策のご案内】・支援制度を様々な分類を手がかりに調べられるよう紹介      

   |  |―【3-1.分類別検索】 

   |  |  |―【3-1-1.支援対象別】 

   |  |  |―【3-1-2.支援内容別】 

|   |   └―【3-1-3.支援主体別】（都道府県、市町村の支援策については別途構築     

|  |                           されるポータルとリンク） 

   |  └―【3-2.支援策活用にあたっての留意事項】 
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   | 

|―【4.防災まちづくり道具箱】・防災まちづくりを知っておくと役に立つトピックを紹介。 

   |  |―【4-1.身の回りの危険に備えたい】 

   |  |  |―【4-1-1.地域の危険度を調べる】・危険度チェックを行うソフトの紹介。 

   |  |  |  |―【4-1-1-1.地震時の火災延焼危険度を調べる】 

   |  |  |  |―【4-1-1-2.土砂災害の危険度を調べる】 

   |  |  |  |―【4-1-1-3.災害時要援護者を調べる】 

   |  |  |  └―【4-1-1-4.家具転倒等、身近な生活環境の危険度を調べる】 

   |  |  |―【4-1-2.我が家の耐震性をチェックする】・住宅の耐震化関連ポータルとリンク 

   |  |―【4-2.防災に関する知識を得たい】・防災に役立つ知識を得る窓口、専門家を紹介 

   |  └―【4-3.専門家の応援を受けたい】・建築士会等の相談窓口の紹介 

   | 

 |―【5.子どもと一緒に】・防災まちづくりの担い手が情報交換・交流を行う場の提供 

   |  |―【5-1.防災まちづくり学習】 

   |  |  |―【5-1-1.紙芝居】・「稲むらの火」関連ポータルとのリンク 

   |  |  └―【5-1-2.防災まちづくり学習ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ】 

   |  |           ・(社)再開発ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ協会によるｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ紹介 

   |  └―【5-2.防災教育】・防災教育の実践例を紹介 

   |  |  |―【5-2-1.防災教育チャレンジプラン】・【防災教育チャレンジプラン】とのリンク 

   |  |  |―【5-2-2.子どもぼうさい甲子園】・【子どもぼうさい甲子園】とのリンク 

   |  |  └―【5-2-3.ぼうさい探検隊マップコンクール】 

   |       ・【ぼうさい探検隊マップコンクール】(社)日本損害保険協会とのリンク 

   | 

|―【６.交流の広場】・防災まちづくりの担い手が情報交換・交流を行う場の提供。 

   |  |―【6-1.テーマ別防災まちづくり掲示板】 

   |  |  |―【6-1-1.地震対策】・地震対策に役立つ防災まちづくり活動の情報交流。 

   |  |  |―【6-1-2.津波対策】・津波対策に役立つ防災まちづくり活動の情報交流。 

   |  |  |―【6-1-3.風水害対策】・風水害対策に役立つ防災まちづくり活動の情報交流。 

   |  |―【6-2.質問コーナー】・防災まちづくりに関する質問を受けつけ、回答。 

   |  └―【6-3.全国防災まちづくりフォーラム（仮称）】 

   | 

|―【７.総合検索】・複数のキーワードを使って事例等を横断的に検索。    

   | 

|―【８.関連リンク】 

   | 

└―【９.お問合せ先】 
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３．防災まちづくりポータルサイトのページ構成について 

 

3-1．トップページのページ構成 

・防災まちづくりポータルサイトのメニューを簡単な説明をつけて紹介する。 

・ポータルにアクセスした際、サイトの全貌が一目で見えるように、コンパクトにトップペー

ジをデザインする。 

・また、「防災まちづくりポータルサイト」の趣旨について、【防災まちづくりへの期待】とい

う項目でコラム的に紹介を行う。 

・更に、トピックとして随時新しい話題を取り上げるコーナーを設ける。 

・当面、IT を活用したコミュニケーションツールと、防災フェアに併せて実施する全国防災

まちづくりフォーラムを話題として取り上げる。 

 

 （以下、コメント内にある下線部がリンクページに飛ぶボタンである） 

 

図 4 トップページの構成 
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3-2.【防災まちづくりとは何？】～ここから始めてみよう防災まちづくり～のページ構成 

・防災まちづくりとは、どんな活動なのか、まちづくりを知らない人にもイメージをしやすい

ように、活動内容から、防災まちづくりを概説するページを設ける。 

 

１） ページ全体構成 

 ・ページ冒頭に全体の見出しを置き、そこから、各々の活動内容を示すページに移るよう、ペ

ージ全体を構成する。 

 
＜まず、最初に＞ 
    ①  学ぶ 

まちをつくる前に、自分のまちを知らなければ始まりません。 
② 調べる 

    まちをつくるために、必要な情報は集めなければなりません。 
＜日頃の心がけ＞ 
③ 付き合う 
  日頃から付き合っていないと、いざとういう時に助け合うのは難しいものです。 
④ 連携する 
  いざという時に、様々な組織が力を合わせることが必要になります。 
⑤ 訓練する 
  体が覚えていなければ、いざという時に使えません。 
⑥ 交流する 
  お互いを励ましあうことは、お互いの活力を保つために有効です。 
⑦ 啓発する 
  自分が学ぶだけでなく、他人が学ぶお手伝いをすることも大切です。 
⑧ 広報する 

  人に知られていればこそ、協力もあり、援助も出てきます。 
⑨ 発信する 

    情報発信ツールを活かすことで、防災まちづくりは一段と活発さを増します。 
＜何かを生み出す＞ 
⑩ 計画を作る 

    多くの人を巻き込み、成果を上げるには、活動の計画を練ることが一番です。  

⑪ 施設を作る 
  それを全員で活用することは素晴らしいことです。 
⑫ 管理する 

施設を持ち、運営に使える活動では、施設の管理も行わなければなりません。  
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２）各活動ページの内容 

 

＜まず、最初に＞ 

 

①学ぶ 

まちをつくる前に、自分のまちを知らなければ始まりません。 

まちをつくる前に、どういうまちが素晴らしいのか、知らなければ始まらないのです。 

素晴らしいまちは、誰がどうやって作ったか、知らなければ始まりません。 

何事も始めに勉強ありきです。さて、とりあえず、何から勉強しましょう。 

 

【活動内容１】 

地域のテーマが地震であれば、例えば阪神･淡路大震災、津波であれば、例えば北海道南西

沖地震といったように、地域の課題に合致する大災害を経験した人の話しを聞く取り組みが

行われている。 

【事例】：大水崎自主防災会（和歌山県串本町） 

ひらつか防災まちづくりの会（神奈川県平塚市） など 

 

【活動内容２】 

専門家にテーマを持って連続的な講義を受け、防災まちづくりの内容や活動を進めていく上

でのコツなどを学ぶ取り組みが行われている。 

【事例】：市民防災まちづくり学校（東京都国分寺市） など 

 

 

②調べる 

まちを作るために、必要な情報は集めなければなりません。 

まちを作るために、普通はどんな情報が必要でしょう。そして、それはどんな風に集めるの 

でしょう。情報を集めて、何を知ればよいのでしょう。 

 

【活動内容３】 

一緒に街歩きをして、地域の危険度を調べる。調べた結果は、安全マップなどの形で共有で

きる成果としてまとめる取り組みが行われている。 

【事例】：ひらつか防災まちづくりの会（神奈川県平塚市） 

清水安全･安心まちづくり実行委員会(京都府京都市) 

目白まちづくり倶楽部（東京都豊島区） など 

 

【活動内容４】 

 ＩＴを活用して、防災関連の様々な情報を GIS 上に集約し、とりまとめ、まちづくりの課題

を把握する取り組みが行われている。 
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【事例】：目白まちづくり倶楽部（東京都豊島区） 

豊中市地図情報提供サービス（大阪府豊中市） など      

 

 

＜日頃の心がけ＞ 

 

③付き合う 

日頃から付き合っていなければ、いざというとき助け合うのは難しいものです。 

日頃から付き合っていなければ、いざというとき誰を助けたらいいのかわかりません。 

防災まちづくりの盛んな地区では、日頃のお付き合いって、どう育てているのでしょう。 

 

【活動内容５】 

いざという時に助け合いができるように、防災活動での役割も意識しながら、例えば、温泉

の宅配サービス、給食サービスなど、地域の福祉ボランティア活動を行う取り組みが行われ

ている。 

【事例】：大岩二丁目自主防災会（静岡県静岡市） 

春日住民福祉協議会(京都府京都市) 

北須磨団地自治会(兵庫県神戸市)  など 

 

【活動内容６】 

 自主防災台帳づくりを通じて、地域に居る人材（医者、看護婦、大工など）を把握し、いざ

という時に活動できるよう、組織化をする取り組みが行われている。 

【事例】：大岩二丁目自主防災会（静岡県静岡市） 

 

 

④連携する 

いざというときに、様々な組織が力を合わせることが必要になります。 

いざというときのために、日頃から連携している組織がたくさんあります。 

どんな形の連携がよく行われているか、そのノウハウを知りましょう。 

 

【活動内容７】 

 商店街や大学と連携し、独居高齢者宅の窓ガラスに学生ボランティアを活用して飛散防止フ

ィルムを貼るなどの、地域の福祉活動を行うとともに、防災力向上にもつながる地域活性化

への取り組みが行われている。 

【事例】：早稲田商店街（東京都新宿区） 

清水安全･安心まちづくり実行委員会(京都府京都市) など 
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【活動内容８】 

 遠隔地のある姉妹都市などと連携し、震災の被災者が一時的に疎開できる仕組みづくりや、

防災訓練の際の特産品提供等を通じた地域間交流などの取り組みが行われている。 

【事例】：早稲田商店街（東京都新宿区） 

東京駅周辺防災隣組(東京都千代田区)  など 

 

 

⑤訓練する 

被災時のちょっとした知恵でも、体が覚えていなければ、いざというときに使えません。身近

な関係者と一緒に日頃から訓練をしていることが重要です。防災まちづくりの盛んな地区では、

どんな訓練をやっているのでしょう。 

 

【活動内容９】 

防災訓練の参加者が見学、観察者的な立場にならず、当人として参加することができるよう、

町会よりも細かい単位で防災訓練を実施し、防災活動を身近なものとする試みが行われてい

る。 

【事例】：大岩二丁目自主防災会（静岡県静岡市） など 

 

【活動内容 10】 

 昼間人口の多い業務系市街地では、災害発生時に多数の帰宅困難者の発生が予想される。こ

のため、業務地区内の事業所、従業者等に呼びかけて、サラリーマンが参加する帰宅困難者

訓練が実施されている。 

【事例】：東京駅周辺防災隣組（東京都千代田区） 

旧居留地連絡協議会防災委員会(兵庫県神戸市)   

 

 

⑥交流する 

防災まちづくりは地味な努力の積み重ねです。努力をしている者同士が交流し、お互いを励ま

しあうことは、お互いの活力を保つために有効です。今、防災まちづくりの関係者には、どん

な交流の場があるのでしょう。 

 

【活動内容 11】 

BLOG による広域都市圏の情報共有、地震関連情報リンク集等の運営等通じ、IT を通じて地

域内外の住民が情報を共有し、交流する試みが行われている。 

【事例】：NPO 法人ながおか生活情報交流ネット（新潟県長岡市） 

NPO 法人豊前の国建設倶楽部(大分県中津市)  など 
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【活動内容 12】 

 幅広いネットワークを持っている NPO 等の防災活動組織では、シンポジウムやワークショッ

プ、チャリティーイベントの開催し、情報交換や交流が行われている。 

【事例】：東京いのちのポータルサイト（東京都新宿区） 

ＮＰＯ法人都市防災研究会(神奈川県横浜市)  

NPO 法人ながおか生活情報交流ネット（新潟県長岡市） など 

 

 

【活動内容 13】 

 防災に関心を持つ人が気軽に集まることのできる場を確保し、防災活動の担い手交流を進め

る取り組みが行われている。 

【事例】：多摩田園都市防災まちづくり協議会（神奈川県横浜市など） など 

 

 

⑦啓発する 

自分が学ぶだけでなく、他人が防災まちづくりを学ぶお手伝いをすることも大切です。防災ま

ちづくりのノウハウを地域の人に伝授する方法に、どんなやり方があるでしょう。 

 

【活動内容 14】 

研修会の開催を通じて、防災ノウハウの幅広く伝える取り組みが行われている。 

【事例】：NPO 法人東京いのちのポータルサイト（東京都新宿区） 

NPO 法人都市防災研究会 (神奈川県横浜市)  など 

 

【活動内容 15】 

 防災活動のリーダー研修を行うことで、防災活動を担う人材を育成し、防災活動を拡げてい

く、取り組みが行われている。 

【事例】：災害ボランティアコーディネータ西部連絡会（静岡県） 

NPO 法人防災ネットワークうべ(山口県宇部市)  

安全・安心まちづくりボニター(愛知県春日井市) など 

 

【活動内容 16】 

住宅の耐震補強工事を公開で行なうことによって、住宅耐震化の技術やノウハウを地域に知

ってもらう取り組みが行われている。 

【事例】：ひらつか防災まちづくり会（神奈川県平塚市） など 

 

 

⑧広報する 

自分のまちの防災まちづくり活動を多くの関係者に知らせる努力は大切です。人に知られてい
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ればこそ、協力もあり、援助も出てきます。防災まちづくりの盛んな地域ではどんな広報をし

ているでしょう。 

 

【活動内容 17】 

ニュースペーパーや、会報など、定期的に活動内容を広報するとともに、ホームページなど

を通じ、活動内容を広く知らせる取り組みを行っている組織が増えている。 

【事例】：NPO 法人ﾌｭｰｼﾞｮﾝ長池(東京都八王子市) 他多数  

 

【活動内容 18】 

 ブックレットや活動内容をまとめた本を出版し、活動費の一部に充当するとともに、より深

く活動内容を広報する取り組みも見られる。 

【事例】：NPO 法人東京いのちのポータルサイト（東京都新宿区） 

NPO 法人都市防災研究会 (神奈川県横浜市) など 

 

 

⑨発信する 

ＩＴの時代、防災まちづくりに活動する人には多くの情報発信ツールがあります。これらの道

具を生かすことで、防災まちづくりは一段と活発さを増します。防災まちづくりの盛んな地域

では、どんなＩＴの使い方をしているでしょう。 

 

【活動内容 19】 

コミュニティ FM を活用して、防災知識啓発や、防災関連イベント情報の発信など、地域に

密着した情報を提供する取り組みが行われている。 

【事例】：多摩田園都市防災まちづくり協議会（神奈川県横浜市など）など 

 

【活動内容 20】 

 BLOG を活用することで、各地域の質の高い防災情報を集め、発信する試みが行われている。 

【事例】：NPO 法人ながおか生活情報交流ネット（新潟県長岡市） など 

 

 

＜何かを生み出す＞ 

 

⑩計画を作る 

漠然と防災まちづくりを始めるのもひとつのやり方ですが、多くの人を巻き込み、効率的に成

果を上げるのは、活動の計画をよく練ることが一番です。防災まちづくりの活発な地域では、

どんな活動計画を立てているでしょう。 

 

【活動内容 21】 
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地域危険度を把握し、課題をワークショップを活用し、住民参加でまとめ、地域の防災まち

づくり計画を作る取り組みが行われている。 

【事例】：目白まちづくり倶楽部（東京都豊島区） 

    一寺言問を防災のまちにする会（東京都墨田区） など 

 

⑪施設を作る 

みんなで集まるだけでも防災まちづくりには十分有効ですが、何かの施設を作り、それを全員

で活用していけたら、これほど素晴らしいことはありません。施設の建設に成功した防災まち

づくりの例を十分に勉強しましょう。 

 

【活動内容 22】 

津波からの避難路整備や、防災拠点となる公園整備など、地域で緊急の課題となっている防

災施設づくりを自らの手で行う取り組みがされている。 

【事例】：大水崎自主防災会（和歌山県串本町） 

    一寺言問を防災のまちにする会（東京都墨田区） 

NPO 法人日本公開庭園機構 （東京都国立市） など 

 

⑫管理する 

幸運にも施設を持ち、運営に使える防災まちづくり活動は、施設の管理も行わなければなりま

せん。どのように負担なく、施設のメンテナンスを行うのか、施設の運営を行っている防災ま

ちづくり活動の例を十分に勉強しましょう。 

 

【活動内容 23】 

防災関連施設（避難路、公園など）の管理、地域のまちづくり組織が受け、その場所を拠点

として活動を行う取り組みがされている。 

【事例】：NPO 法人ﾌｭｰｼﾞｮﾝ長池(東京都八王子市) 

大水崎自主防災会（和歌山県串本町） など 
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3-3.【事例のご案内】のページ構成 

 

１）対象とする事例 

 ・防災まちづくり事例については、平成 15 年度、16 年度に防災まちづくり分科会、ワーキン

グで検討した事例内容を基本として、事例の整理、紹介を行う。  

・また、防災フェアにわせて同時の行う交流会に参加する防災まちづくり組織の取り組み内容

を事例として加え、経年的に内容の充実化を図り、防災まちづくり事例のデータベース整備

を図っていく。 

 

 ２）【事例のご案内】の構成内容 

 ・関心のあるところから、防災まちづくり事例を調べられるように、○分類別検索、○ニーズ

別検索、様々なアプローチができるように、工夫する。 

 ・なお、データについては、記載年月日を掲載し、1年ごとに更新、確認をする。 

 ・データベースフォーマットは、図５に示す通り。検索した結果は①データベースフォーマッ   

  トでその内容を確認した上で、②当該団体のホームページでより詳細な情報にアクセスする

か、ホームページが無い場合は、事務局がヒアリング調査・整理した内容にアクセスする形

で、参照する。 

 

 [分類別検索] 

○活動対象とする市街地の分類 →表 1 

○想定する災害の分類 →表２ 

○活動内容による分類 →表３ 

○組織の特徴による分類 →表４ 

   ○活用した支援制度の有無・内容による分類 →表５ 

○発展段階別活動ニーズによる分類  →表６ 
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表１ 活動対象とする市街地の分類 

下線部をクリックすると事例リストのページに移る

大都市圏　注1)

地方都市圏　注2)

大都市圏

地方都市圏

大都市圏

地方都市圏

大都市圏

地方都市圏

大都市圏

地方都市圏

（例えば・・・）

市街地の分類

全国を対象

都市より広域的な地域

業務系市街地

商業系・商住複合市街地

住宅系既成市街地

新市街地（ﾆｭｰﾀｳﾝ等）

【防災まちづくり事例リスト】
○早稲田商店街（新宿区）
○目白まちづくり倶楽部(豊島区)
○戸越1･2丁目地区まちづくり懇談会
(品川区)
○ぼうけん会(北区)
○清水安全･安心まちづくり実行委員会
(京都市)
○春日住民福祉協議会(京都市)

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ
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表２ 想定する災害の分類 

下線部をクリックすると事例リストのページに移る

想定する
災害の分類

防災まちづくりの例

建物耐震化対策
（耐震技術勉強会、耐震診断、公開耐震化工事、など）

市街地環境の不燃化対策
（避難路の整備･維持管理、防災公園の整備･維持管理、な
ど）

住民対応力の強化
（災害時要援護者支援、啓発活動、情報共有、など）

帰宅困難者対策
（訓練、など）

防災教育
（防災ｷｬﾝﾌﾟ、総合学習の活用、絵本、防災ｶﾙﾀ作成、など）

避難対策
（避難計画策定、避難路整備･管理、など）

住民対応力の強化
（災害時要援護者支援、啓発活動、情報共有など）

防災教育
（総合学習の活用、紙芝居、影絵　など）

避難対策
（避難計画の策定、など）

住民対応力の強化
（啓発活動、情報共有など）

防災教育
（総合学習の活用、など）

住民対応力の強化
（災害時要援護者支援、啓発活動、情報共有、など）

防災教育
（研修、総合学習の活用、など）

水害

火山

地震

津波

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ
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表３ 活動内容による分類 

下線部をクリックすると事例リストのページに移る

（参考:防災まちづくり活動の具体
例）

防災情報・技術の普及・啓発
シンポジウム、講習会、防災関連技術の展
示　等

防災情報の共有・発信
ポータルサイトの構築、BLOGによる情報共
有、情報リンク集の運営　等

防災ボランティアのネット
ワーク化、リーダー育成

防災まちづくりリーダーやコーディネータ
育成、ボランティア団体、企業とのﾈｯﾄﾜｰｸ
づくり

過疎地域での広域連携による
災害時要援護者の支援

行政域を超えた合同訓練、過疎地高齢者の
避難訓練

専門家ネットワークによる技
術支援

耐震診断研修、耐震化相談、診断ソフトの
提供、公開耐震化工事

防災訓練
起震車による地震体験ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ、救助犬の
参加訓練、消化訓練、炊き出し、ﾄﾘｱｰｼﾞ訓
練、防災無線活用訓練、救助ﾊﾞｲｸ活動訓練

地区の現状（危険度）把握
地域危険度を把握する街歩き調査、図上訓
練、危険場所を示す地図の作成

地区防災計画の検討・策定 地区防災計画の検討・策定

住民による防災施設づくり
路地尊の整備・維持管理、安全緑地の整
備・維持管理、避難路の整備・維持管理、
防災公園の整備・維持管理

子供の教育･啓発活動
防災教育（防災キャンプ、総合学習の活
用、絵本、防災カルタ作成　　など）

災害時要援護者の支援
地域の見守り活動（お年寄りのお宅訪問、
見守り　など）

人材の育成
防災まちづくりリーダーやコーディネータ
の育成（研修会、講習会など）

防災をテーマに取込んだ地域
活性化

震災疎開パッケージ、防災グッズや防災技
術の啓発　など

帰宅困難者支援対策
帰宅困難者避難訓練、市民救命士の養成
など

防犯活動 防犯パトロール　など

防災まちづくり活動の分類

都市を超
えた広域
的防災ま
ちづくり
活動

地区～都
市レベル
での防災
まちづく
り活動

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ
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表４ 組織の特徴による分類 

企業系

住民系（まちづくりＮＰＯ等）

下線部をクリックすると事例リストのページに移る

防災まちづくり主体の分類

既往の地域組織

任意の組織

商工系（商店街振興組合など）

自主防災組織（自主防災会、自治会など）

その他（ＰＴＡ，消防団、学校等）

ＮＰＯ

企業系

住民系

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ
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表５ 活用した支援制度有無・内容による分類 
下線部をクリックすると事例リストのページに移る

防災まちづくり活動
の分類

活用した支援制度

財団、専門家組織による助成金の活用

市町村のNPO等活用支援制度による助成

市街地整備に関するハード事業補助金の活
用

県、国レベルのソフトなまちづくり支援事
業の活用

財団、専門家組織による人材派遣

市町村のNPO等活用支援制度による人災派
遣

市街地整備に関するハード事業による人材
派遣

県、国レベルのソフトなまちづくり支援事
業の活用

既存支援制度にある
社会実験の活用

国、県レベルの支援制度の活用

支援制度にある助成
金の活用

支援制度にある人材
派遣制度の活用

支援制度は活用していない

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ
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表６ 発展段階別活動ニーズによる分類 

下線部をクリックすると事例リストのページに移る

活動の
段階

活動ニーズ

防災に関する基礎知識をつけたい

専門家と協力関係を作りたい

街のどこが危険かを知りたい

防災訓練を活発にしたい

防災への関心を高めたい

仲間と協力して防災まちづくり組織を立ち上げたい

防災まちづくりの担い手を増やしたい

目に見える防災まちづくりの成果を上げたい

幅広く、活動内容を広報したい

広域的な交流をしたい

防災にも役立つコミュニティビジネスを行いたい

新たな技術を活用して、地域の防災力を高めたい

防災施設の維持・管理を担いたい

発展期

充実期

初動期

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ

事例リストへ
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図５ データベースフォーマット・案 
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       前頁データベースから、当該団体のホームページまたは、ホームページがない場合は、

事務局が作成する以下のような事例の紹介に移るよう、ポータルを設計。 

未定稿 
大水崎自主防災会（和歌山県串本町） 

 

活

動

対

象 

和歌山県串本町は、本州の紀伊半島の

最南端の潮岬にある町で、風光明媚な町

である。 

三方向を海に囲まれ、津波被害を受け

やすいところから、避難路整備の取組み

が始まった。 

大水崎地区の位置（画面左の海岸部） 

視

点 

奥尻島町長の講演をきかっけに危機感を持った住民が、自ら避難路を整備、自主的な防

災まちづくりへと展開していった注目すべき事例である。 

経

緯 

潮岬が太平洋に突出し、紀伊半島と低い砂丘で結ばれた地域に町の中心があり、三方

を海に囲まれた上、海岸の狭い崖下の土地を埋め立て、街を造成している。 その埋立

地にあるのが、大水崎地区である。1993（平成 5年）7月、北海道南西沖地震が発生し、

奥尻島をはじめ渡島半島各地が津波に襲われ大被害を受けた。同島と似たような地形か

らこの災害を人ごとではないと思った町民は多く、串本町青年会議所が奥尻町長の被災

報告講演会を翌年 12 月に開催した。この講演を聴き、住民は大きな危機感を持った。

土地のほとんどが海抜３メートル以下で津波の被害をまともに受ける危険があるにも

かかわらず、短期間で高台に避難できる通路がなかったからである。このような経緯か

ら、住民の発意により、避難路が作られることになった。 

取

組

み

の 

概

要 

■津波避難マップの作成 

大水崎地区の地区組織「大水崎区」では講演会後、「津波避難マップ」作成に取り組

んだ。その結果、避難指定場所の総合運動公園まで遠いこと、道はないが、近くて避難

可能な高台まで歩いて行けそうな場所には湿地帯があること、そこに行くまで交差点も

踏切もなく、交通規制がない限り危険なことなどがわかった。そこで大水崎区では、串

本町役場へ「避難路整備」を求めて要望に行った。町としては要望個所が線路沿いで踏

み切りもないのでＪＲと折衝したが、承諾を得られず、避難路整備の要望は踏切がない

のではと、安全面の点から認められなかった。 
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避難路を検討する住民 

■避難路の建設 

このため、大水崎区自主防災会では、自分たちの力で避難路を造ろうと、「避難路整

備推進委員会」をつくり、地区の住民たちの理解を得て、地区防災計画の方針をまとめ、

自主建設を行うこととし、区の予算から設計費を支出して避難路工事に着手した。 

工事は住民の手弁当で行った。仕事の合間に作業をするため、日曜日など休日に作業

を行ったが、２０００年９月に工事に着手して１０か月で完成させることができた。湿

地帯の軟弱地盤のところにはＪＲ串本駅からもらった不用の枕木を敷くなど工夫し、海

抜１０メートルの高台まで避難できる道を完成させた。問題の踏切の個所は、工事中Ｊ

Ｒの時刻表を見ながら線路に見張り番をつけて作業を行い、列車が通る１０分前には作

業を中止するという安全対策をしながら進めた。   

地に板を敷き高台にはしごを架けた避難路 

■運動公園までの道を町が整備 

 避難路が完成した年の１０月、住民たちのこの熱意と実行力が、報告を受けた田嶋

勝正町長（９８年１０月～）の心を動かした。５年半前、奥尻町長を講演会に呼んだ青

年会議所の当時の理事長が田嶋町長であった。また、国の地震調査研究推進本部が、前

月、今後３０年以内に南海地震が発生する確率を４０％、東南海地震は５０％と評価し、

国・県を挙げて両地震の対策に着手し始めたことも町を後押しした。 

町では住民たちが完成させた高台からさらに上の、海抜３７メートルの地点にある指

定避難場所の総合運動公園に通ずる避難路を建設することにし、翌０２年７月工事に着

手、運動公園まで約５分で避難できるようにした。昨年度には夜間でも避難しやすいよ

うに足元を照らす蓄電式の非常灯も設置した。   
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完成した避難路、右下が住民の手作り部分 

■避難路の安全管理 

避難路の完成後、避難路を近道に使い住民が線路を横切って、列車を緊急停車させた

ことが２、３回あったという。そこで、あくまでも津波発生時や訓練時以外は使用しな

いようにと、入口に頑丈な扉をつけ、入口広場に「災害時の避難路です」と大きな看板

を立て注意を呼びかけている。避難路の整備の中心となった推進委員会は、その後も避

難路の草刈りや点検など維持管理を行っており、改めて組織化していないが、大水崎自

主防災組織として活動を続けている。 

また、この活動に刺激され、串本町内に７つの「自主防災会」が誕生している。 
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3-4.【支援策のご案内】のページ構成 

・支援制度を様々な分類を手がかりに調べられるよう紹介する。 

・支援策の整理にあたっては、支援策の活用事例の提示など、制度を活用しやすくなるような

工夫を行う。 

・なお、都道府県、市町村の支援策については、先行的制度を一部紹介することとする。 

 

 [分類別検索]  

  ○支援対象別 →表７ 

  ○支援内容別 →表８ 

○支援主体別 →表９ 

 

 [支援策活用にあたっての留意事項] 

 

表７ 支援対象別分類 

支援対象  

 

自治会、PTA 等、住民組織 

 

 

任意組織 

 

商業系組織 

（商工会議所、商工会等） 
 

 

ＮＰＯ、財団法人、社団法人 

 

 

表８ 支援内容別分類 

支援内容  

 

相談 

 

 

人材派遣 
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事務局機能支援 

 

 

技術支援 

  

 

助成 

 

 

融資 

 

 

表９ 支援主体別分類による支援策対応表 

支援主体  

 

国 

 

 

ＮＰＯ、財団法人、企業、社団法人

 

 

都道府県注 3) 

 

 

市町村注 4） 

 

 

注 3) 先行的な都道府県の支援制度を一部紹介 

注 4) 先行的な市町村の支援制度を一部紹介 

→表 10 

支援策表

→表 11 

支援策表
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表 10 国の支援策注 5）（一部）     （未定稿） 

支援策

名 
支援主体 支援内容 

支援対象 

(支援形態)
アドレス 活用事例 

自 主 防

災 組 織

活 性 化

事業 

総務省 

消防庁 

市町村が行う自主防

災組織の活動支援に

対する補助金制度（消

防防災施設整備費に

対する補助） 

地方自治体

（補助金）
 多数 

わがまち

づくり支

援事業 

総務省自治

行政局自治

政策課 

住民の方々の自主的

な取組みをさらに拡

大し、住民と行政が役

割を分担して行う地

域づくりを支援する

制度 

地方自治体

（市町村に

交付される

普 通 交 付

税） 

http://www

.soumu.go.

jp/wmachi/

index.html

「コミュニティー活動等

事業」（岩手県田野畑村）

（！自主防災体制の整備

と意識啓発にも活用） 

「ｺﾐｭﾆﾃｨカと GIS ｼﾐｭﾚ-ｼｮ

ﾝを活用した密集市街地の

防災まちづくり調査」NPO

法人東京いのちのポータ

ルサイト（東京都板橋区）

（！小学生と地域住民が

ＮＰＯと協働し調査） 

全国都市

再生モデ

ル調査 

内 閣 官 房

都市再生本

部事務局 

全国の都市を対象に、

市町村や NPO など地

域が「自ら考え自ら行

動する」都市の再生に

関する取組を支援 

ＮＰＯ、地

方自治体、

公益法人 

(助成金) 

http://www

.kantei.go

.jp/jp/tos

hi/05suisi

n/index.ht

ml 

「防災を考慮した水と緑

のﾈｯﾄﾜｰｸ再生事業検討業

務」NPO 法人江東区の水辺

に親しむ会（東京都江東

区）（！水辺に親しむイベ

ンを実施） 

まちづく

り交付金 

国土交通省

都市･地域

整備局 

市町村が作成した都

市再生整備計画に基

づき実施される事業

費用を支援、市町村の

裁量によるﾊｰﾄﾞ･ｿﾌﾄ

事業を展開 

地方自治体

（補助金）

http://www

.machikou-

net.org/in

dex.htm 

｢災害時の避難路確保及び

物資等の輸送路確保｣ぼう

さいの丘公園周辺地区（神

奈川県厚木市）（！防災啓

発活動、ボランティアコー

ディネーター養成など、ｿ

ﾌﾄ支援を実施） 

注 5)今後、内容の検討･充実化を図っていくことと

しており、中間段階での整理を提示している。
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表 10 国の支援策(一部)（つづき） 

  

 

支援策名 支援主体 支援内容 
支援対象 

(支援形態)
アドレス 活用事例 

「出前講座」

国土交通省 

国土交通

省 

地域の要請に応じ、国土

交通省が行う事業や施

策について講座を実施 

公共性・公

益性のある

団体・機関

等（講師派

遣） 

http://www

.mlit.go.j

p/delivery

_lecture/d

elivery_le

cture.html 

 

現代的教育 

ニーズ取組

支援プログ

ラム 

文部科 

学省 

各種審議会からの提言

等、社会的要請の強い政

策課題に対応したテー

マ設定を行い、特に優れ

た教育プロジェクト（取

組）を選定し、財政支援

を行うことで、高等教育

の活性化を促進。 

研究費助成  ｢短期大学を拠点とし

た地域防災活動の推

進｣（日本赤十字武蔵野

短期大学） 
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表 11 ＮＰＯ、財団法人、社団法人、企業の持つ支援策リスト（一部） （未定稿） 

支援策 アドレス 支援内容 

地域社会プログ

ラム 
（㈶トヨタ財団） 

http://www.toyotafound.or.j
p/shimin.html 

基本テーマ「地域社会の再構築を目指して-支え
合うくらしといのち-」のもと市民活動助成と活
動成果普及助成を実施 

環境市民ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

活動助成制度 
（ｾﾌﾞﾝ-ｲﾚﾌﾞﾝみ
どりの基金） 

http://www.7midori.org/jos
ei/koubo.html 

環境をテーマにした環境 NPO 法人や環境市民
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体に対し 4分野（活動、育成、事業、
ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ）において助成 

住まいとコミュ

ニティづくり活

動助成 
（㈶ﾊｳｼﾞﾝｸﾞｱﾝﾄﾞ

ｺﾐｭﾆﾃｨ財団） 

http://www.hc-zaidan.or.jp/
promotion/promotion.html 

住まいづくり・まちづくり分野のＮＰＯ・市民

活動団体を助成するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

青少年育成に関

するNPO助成事
業 
(㈱日本たばこ産
業) 

http://www.jti.co.jp/JTI/con
tribution/npo/index.html 

「青少年の育成」をテーマとした、分野を問わ

ない助成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

フィリップモリ

スジャパン市民

活動～住民活動

助成 
(㈱フィリップモ
リスジャパン) 

http://www.civilfund.org/ 
地域社会の課題を解決し、地域に暮らす人たち

が共に安心して生活を送れるｺﾐｭﾆﾃｨづくりを支

援する助成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

マイクロソフト

NPO支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗ
ﾑ（㈱マイクロソ

フト） 

http://www.microsoft.com/j
apan/mscorp/citizenship/ca
/npo/ 

ITを活用した NPO・市民活動助成プログラム

中央労金助成プ

ログラム 
（中央ろうきん

社会貢献基金） 

http://www.rokin-ikiiki.com
/kouken/j-proguram2005.ht
ml 

関東 1都 7県を対象にした市民活動支援プログ
ラム 

公募による市民

活動団体への活

動資金の助成事

業 
(NPO 法人ﾓﾊﾞｲ

ﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ･ﾌｧﾝ

ﾄﾞ) 

http://www.mcfund.or.jp/jyo
sei01.html 

「子どもを守る」をｷｰﾜｰﾄﾞに様々な取り組みを

している市民活動団体を助成 

人材派遣プログ

ラム 
(NPO 法人日本

都市計画家協会) 

http://www.mmjp.or.jp/jsur
p/ 

優れたまちづくり活動企画の実践活動のために

必要な専門家と資金を助成 

地球環境基金助

成金(独立行政法
人環境再生保全

機構） 

http://www.erca.go.jp/jfge/i
ndex.html 草の根の環境保全活動を支援する助成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
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3-5.【防災まちづくり道具箱】のページ構成 

・防災まちづくりを進める上で知っておくと役に立つトピックを紹介する。 

 

[IT を活用したコミュニケーションツール] 

  ①GIS を活用し、マップづくりを行いたい 

   ・カキコマップ 

   →リンク（都市計画協会） 

    http://www.tokeikyou.or.jp/bousai/com/kakiko-P1-01.htm 

   ・WEBGIS（豊中市地図情報提供サービス） 

   →リンク（豊中市） 

    http://web02.city.toyonaka.osaka.jp/gis/mainmenu.asp 

  

[実の回りの危険に備えたい] ・危険度チェックを行うソフトの紹介 

○地域の危険度を調べる 

   ①地震時の火災延焼危険度を調べる 

    ・火災延焼シミュレーションソフトを紹介 

→リンク（防災まちづくり支援システム（都市防災推進協議会）） 

 http://www.toshibou.jp/torikumi/sien.html 

   ②土砂災害の危険度を調べる 

    ・土砂災害に対する防災力を自己診断するツールを紹介 

→リンク（土砂災害に対する地域防災力の診断（内閣府）） 

 http://www.bousai.go.jp/dosha/shindan/ 

   ③災害時要援護者を調べる 

    ・災害時要援護者登録制度を持つ、豊田市の取り組みを紹介 

→リンク（豊田市災害時要援護者 支援体制の整備について（豊田市）） 

 http://www.bousai.go.jp/oshirase/h16/041214giji/1-2toyota.pdf 

   ④身近な生活環境の危険度を調べる 

    ・耐震補強（家具、ブロック塀等）の方法の解説を紹介 

    →リンク（静岡県耐震ナビ 耐震補強について） 

     http://www.taishinnavi.pref.shizuoka.jp/ 

    ・地域の危険についてチェックするポイント、調査の進め方を解説 

    →地域の安全マップを作ろう(㈶あしたの日本を創る協会)  

http://www.ashita.or.jp/index.htm  

  ○我が家の耐震性をチェックする 

    ・自らの家の簡易な耐震診断解説など、知っておくべき知識を紹介 

    →リンク（【５．住宅の耐震化】） 
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[防災に関する知識を得たい] 

    ・地域の要請に応じ、国土交通省が行う事業や施策について講座を実施 

    →国土交通省「出前講座」（国土交通省） 

     http://www.mlit.go.jp/delivery_lecture/delivery_lecture.html 

 

[専門家の応援を受けたい] 

    ・市町村の相談窓口、「耐震診断、耐震改修を実施する建築士事務所」一覧、耐震化に

関する Q＆A等を紹介様々な専門家の相談窓口を紹介 

    →わが家の耐震診断相談・支援コーナー（㈶日本建築防災協会） 

http://www.kenchiku-bosai.or.jp/sindan/sindanNEWS.htm 

    ・耐震性に問題があるマンション等の建て替え相談 

    →マンション建て替え相談（㈳再開発コーディネータ協会） 

http://www.urca.or.jp/index2.htm 



 31

＜参考：カキコマップ＞ 

・地図上にネットを活用して自由に書き込むことができる。 

図５ カキコマップに書き込む前の地図 

  

図６ カキコマップに書き込んだ後の地図 
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図７ カキコマップに記入された写真 

・記入された記録はネット上で自由に見ることができる。 
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3-6.【子どもと一緒に】のページ構成 

・防災まちづくりの未来の担い手である子ども達と防災まちづくりを考えるヒント、きっか

けになる資料を提供。 

    

[防災まちづくり学習] 

   ○紙芝居 

→【４．「稲むらの火」と津波防災】とのリンク 

   ○防災まちづくり学習 

・(社)再開発ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ協会による防災まちづくりのｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ紹介 

 http://www.urca.or.jp/index2.htm 

 

  [防災教育] 

・防災教育の実践例を紹介、子どもの防災教育の参考にする。 

→防災教育チャレンジプラン（防災教育チャレンジプラン実行委員会） 

     http://www.bosai-study.net/guide.html 

→子どもぼうさい甲子園（毎日新聞） 

http://www.mainichi.co.jp/osaka/bousai/news/0130-1.html 

→ぼうさい探検隊マップコンクール（(社）日本損害保険協会） 

     http://www.bosai-study.net/guide.html 
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3-7.【交流の広場】のページ構成 

・防災まちづくりの担い手が情報交換・交流を行う場を提供する。防災フェアに併せて行

われる交流会とも連携する。 

 

  [テーマ別防災まちづくり掲示板] 

   ・様々なテーマで、防災まちづくりについて話しあう場を、掲示板を活用して設ける。 

    （必要に応じて、ブロッグの導入も検討） 

   ○地震対策 

・地震対策に役立つ防災まちづくり活動の情報交流 

   ○津波対策 

・津波対策に役立つ防災まちづくり活動の情報交流 

   ○風水害対策 

・風水害対策に役立つ防災まちづくり活動の情報交流 

 

  [質問コーナー] 

・防災まちづくりに関する質問を受けつけ、回答 

 

  「全国防災まちづくりフォーラム（仮称）」 

・防災フェア開催にあわせて、全国の防災まちづくりの担い手が集まる交流会を実施。こ    

の交流会の情報を発信する場を設ける。 
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3-8.総合検索のページ構成案の例 

・複数のキーワードで、事例を総合検索できるページを設ける。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防災ポータルサイトの出力イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料－４ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



防災まちづくりポータル 

サイトへようこそ 

【防災まちづくりの拡がりへの期待】～内閣府から皆様へ～ 

■トピックス 

 ・ＩＴを活用したコミュニケーションツール 

 ・全国防災まちづくりフォーラム（仮称） 

  

 

■「防災まちづくり 」とは何？ 

ここから始めてみよう防災まちづくり。 

 

■事例のご案内 

防災まちづくりの具体的なイメージを持てるよう、先進
事例を紹介 。 

 

■支援策のご案内 

具体的な適用例も含め、支援制度を整理し、何に役立
つ制度なのかが分かるように構成 。 

 

■防災まちづくり道具箱 

初心者から防災まちづくり専門家まで、幅広い層に必
要とする情報を紹介。 

 

■子どもと一緒に 

防災まちづくりを子供と一緒に進めるための材料を紹
介。 

 

■交流の広場 

防災まちづくりに参加している方々、様々な情報交流や
質問などを通じて、交流する場を提供。 

  

■総合検索 

複数のキーワードを使って事例、支援制度全体を横断
的に検索する 

  

 

■関連リンク 

 

■問い合わせ先 

防災まちづくりポータルサイトへようこそ

http://www.udri.net/portal/index.htm



【防災まちづくりの拡がりへの期待】 

  ～内閣府から皆様へ～ 

 災害への備えには、自助、共助、公助の適切な連携・組み合わせが必要です。行政の取組みはもちろんですが、社会の構成員が全員で取り
組む必要があります。実際、阪神・淡路大震災では、要救助者35,000人の内約8割が家族や近隣者により救出されたと言われ、地域での助け合
いが不可欠なのです。 

 近年、地域の諸団体、ＮＰＯ等の防災まちづくり活動が拡がりを見せていますが、防災を主目的として始まったものではない地域の活動
が、あるきっかけで防災への関心を高めた例も少なくありません。そこで、このポータルサイトは、活動の事例やお役立ち情報をそろえ、防
災活動の幅を広げるためにも、あるいは新たに防災に取り組むためにも役立ちたいと考えています。 

 皆様の力で安全・安心なまちづくりを進めるため、防災まちづくりポータルサイトを是非ご活用ください。 

  

【防災まちづくりの拡がりへの期待】

h // d i / l/ h
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●防災まちづくり道具箱 

●子供と一緒に 

●交流の広場 

●総合検索 

●リンク  

●問合せ先  

■防災まちづくりとは何？ 

～ここから始めてみよう防災まちづくり～ 

  

[まず、最初に] 
・学ぶ まちをつくる前に、自分のまちを知らなければ始まりません。 

・調べる まちをつくるために、必要な情報は集めなければなりません。

[日頃からの心がけ] 
・付き合う 日頃から付き合っていないと、いざとういう時に助け合うのは難しいものです。

・連携する いざという時に、様々な組織が力を合わせることが必要になります。

・訓練する 体が覚えていなければ、いざという時に使えません。

・交流する お互いを励ましあうことは、お互いの活力を保つために有効です。

・啓発する 自分が学ぶだけでなく、他人が学ぶお手伝いをすることも大切です。

・広報する 人に知られていればこそ、協力もあり、援助も出てきます。

・発信する 情報発信ツールを活かすことで、防災まちづくりは一段と活発さを増します。

[何かを生み出す] 
・計画を作る 多くの人を巻き込み、成果を上げるには、活動の計画を練ることが一番です。

・施設を作る 何らかの施設を作り、それを全員で活用することは素晴らしいことです。

・管理する 施設を持ち、運営に使える活動では、施設の管理も行わなければなりません。

防災まちづくりとは何？

h // d i / l/ i h
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●ＴＯＰ 

●防災まちづくりとは何？ 

●事例のご案内 

 ■活動対象とする市街地の分類 

 ■想定する災害の分類 

 ■活動の内容による分類 

 ■組織の特徴による分類 

 ■活用した支援制度 の有無・内容による
分類 

   ■活動段階別ニーズによる分類 

●支援策のご案内 

●防災まちづくり道具箱 

●子供と一緒に 

●交流の広場 

●総合検索 

●リンク  

●問合せ先  

■事例のご案内 

防災まちづくりの具体的なイメージを持てるよう、先進事例を紹介。 

  

○分類 

■活動対象とする市街地の分類 

■想定する災害の分類 

■活動の内容による分類 

■組織の特徴による分類 

■活用した支援制度の有無・内容による分類 

■活動段階別ニーズによる分類 

事例のご案内

h // d i / l/ji i h
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 ■活用した支援制度 の有無・内容による
分類 

   ■活動段階別ニーズによる分類 

●支援策のご案内 

●防災まちづくり道具箱 

●子供と一緒に 
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●総合検索 

●リンク  

●問合せ先  

 ■活動対象とする市街地の分類

市街地の分類 大都市圏 注1) 地方都市圏 注2)

都市より広域的な地域

NPO法人都市防災研究、NPO法人東京いのちの
ポータルサイト、帰宅難民の会、NPO法人ユニ
バーサルデザイン・ステップ、横浜市建築士会

NPO法人豊前の国建設倶楽部、災害ボランティアコ

ーディネータ西部連絡会、NPO法人ながおか生活情
報交流ネット、静岡県建築士会

NPO法人日本防災士機構（全国的な拡がり）

業務系市街地
東京駅周辺防災隣組(千代田区）,旧居留地連絡協
議会防災委員会(神戸市)

なし

商業系・商住複合市街
地

早稲田商店街（新宿区）、目白まちづくり倶楽部(豊
島区)、戸越1･2丁目地区まちづくり懇談会(品川区)、
ぼうけん会(北区)、清水安全･安心まちづくり実行委
員会(京都市)、春日住民福祉協議会(京都市)

高知NPO(高知県奈半利町)

住宅系

既成市街地

目白まちづくり倶楽部(豊島区)、平塚防災まちづくり
の会(平塚市）、江東区の水辺に親しむ会(江東区）、
練馬区防災住民組織心のあかりを灯す会(練馬区)、
一寺言問を防災のまちにする会(墨田区)、大和地区
｢防災を考えるつどい｣(愛知県西枇杷島町)、市民防
災まちづくり学校(国分寺市),防災ピクト研究会(京都
市)

大水崎自主防災会(和歌山県串本町)、大岩二丁目自主
防災会(静岡県静岡市)、 八代環境パトロール隊(熊本県
八代市)、有珠山噴火･避難者支援の会(北海道伊達
市）、安全・安心まちづくりボニター(愛知県春日井市),桜
島友の会(鹿児島市), 水害語りべ教室(岩手県北上市）、
NPO法人防災ネットワークうべ(山口県宇部市)

新市街地（ﾆ
ｭｰﾀｳﾝ等）

多摩田園都市防災まちづくり協議会(横浜市
等),NPO法人ﾌｭｰｼﾞｮﾝ長池(多摩市), 北須磨団地自
治会(神戸市)

 

事例のご案内

http://www.udri.net/portal/jireipage.htm
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 ■想定する災害の分類 
想定する災害の分類 防災まちづくりの例

地震

建物耐震化対策（耐震技術勉強会、耐震診断、公開耐震化工事、など）

市街地環境の不燃化対策（避難路の整備・維持管理、防災公園の整備・維持管理、など）

住民対応力の強化（災害時要援護者支援、啓発活動、情報共有、など）

帰宅困難者（訓練、など）

防災教育（防災キャンプ、総合学習の活用、絵本、防災カルタ作成、など）

津波

避難対策（避難計画策定、避難路整備・管理、など）

住民対応力の強化（災害時要援護者支援、啓発活動、情報提供など）

防災教育（総合学習の活用、紙芝居、影絵、など）

火山

避難対策（避難計画の策定、など）

住民対応力の強化（啓発活動、情報共有、など）

防災教育（総合学習の活用、など）

水害
住民対応力の強化（災害時要援護者支援、啓発活動、情報共有、など）

防災教育（研修、総合学習の活用、など）

h // d i / l/ji i h
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 ■活用した支援制度 の有無・内容によ
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●防災まちづくり道具箱 
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●問合せ先  

  ■活動の内容による分類

活動の分類 防災まちづくり活動の例

都市を超えた広域的
防災まちづくり活動

防災情報・技術の普及・啓発 シンポジウム、講習会、防災関連技術の展示 等

防災情報の共有・発信 ポータルサイトの構築、BLOGによる情報共有、情報リンク集の運営 等

防災ボランティアのネットワーク化、リ
ーダー育成

防災まちづくりリーダーやコーディネータ育成、ボランティア団体、企業とのﾈｯﾄ
ﾜｰｸづくり

過疎地域での広域連携による災害時
要援護者の支援

行政域を超えた合同訓練、過疎地高齢者の避難訓練

専門家ネットワークによる技術支援  耐震診断研修、耐震

地区～都市レベル
での防災まちづくり
活動

防災
起震車による地震体験シミュレーション、救助犬の参加訓練、消化訓練、炊き
出し、トリアージ訓練、防災無線活用訓練、救助活動訓練

地区の現状（危険度）把握 地域危険度を把握する街歩き調査、図上訓練、危険場所を示す地図の作成

地区防災計画の検討・策定 地区防災計画の検討・策定

住民による防災施設づくり 路地尊の整備 

子供の教育･啓発活動 防災教育（防災キャンプ、総合学習の活用、絵本、防災カルタ作成 など） 

災害時要援護者の支援 地域の見守り活動（お年寄りのお宅訪問、見守り など）

人材の育成 防災まちづくりリーダーやコーディネータの育成（研修会、講習会など）

防災をテーマに取込んだ地域活性化 震災疎開パッケージ、防災グッズや防災技術の啓発 など 

帰宅困難者支援対策 帰宅困難者避難訓練、市民救命士の養成 など

防犯活動 防犯パトロール など

 

事例のご案内

h // d i / l/ji i h
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る分類 

   ■活動段階別ニーズによる分類 

●支援策のご案内 

●防災まちづくり道具箱 

●子供と一緒に 
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●問合せ先  

 ■組織の特徴による分類 

防災まちづくり主体 の分類 組織の例

既往の地域組織

商工系 商店街振興組合など

自主防災組織 自主防災会、自治会など （自主防災組織が連合するケースも含む）

その他 ＰＴＡ、消防団、学校等

任意の組織
企業系

住民系

ＮＰＯ

企業系 企業町内会など

住民系 まちづくりNPOなど

事例のご案内

http://www.udri.net/portal/jireipage.htm
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 ■活用した支援制度の有無・内容による分類 

活用した支援制度

支援制度を活用

助成金の活用

財団、専門家組織による助成金の活用

市町村のＮＰＯ等活用支援制度による助成

市街地整備に関するハード事業補助金の活用

県、国レベルのソフトなまちづくり支援事業の活用

人材派遣制度の
活用

財団、専門家組織による人材派遣

市町村のＮＰＯ等活用支援制度による人材派遣

市街地整備に関するハード事業による人材派遣

県、国レベルのソフトなまちづくり支援事業の活用

社会実験の活用 国、県レベルの支援制度の活用

支援制度は活用していない 会費等による資金の確保

事例のご案内

http://www.udri.net/portal/jireipage.htm
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 ■活動段階別ニーズによる分類 

活動段階 ニーズ

初動期

防災に関する基礎知識をつけたい

専門家と協力関係を作りたい

まちのどごが危険かを知りたい

防災訓練を活発にしたい

防災への関心を高めたい

充実期

仲間と協力して防災まちづくり組織を立ち上げたい

防災まちづくりの担い手を増やしたい

目に見える防災まちづくりの成果を上げたい

幅広く、活動内容を広報したい

発展期

広域的な交流をしたい

防災にも役立つコミュニティビジネスをしたい

新たな技術を活用して、地域の防災力を高めたい

防災施設の維持・管理を担いたい

事例のご案内

h // d i / l/ji i h
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■支援策のご案内  

 
防災まちづくりを手助けする支援制度を紹介。 

  

  

○支援対象 別 

個人、任意 組織、ＮＰＯ、財団法人、社団法人、地方自治体 

○支援内容 別 

相談、人材派遣、事務局機能支援、技術支援、助成、融資 

○支援主体別 

適応対象、地域対象 

  

□支援策活用にあたっての留意事項 

  

防災まちづくり支援制度

h // d i / l/ hi h
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■防災まちづくり道具箱  

初心者から防災まちづくり専門家まで、幅広い層に必要とする情報を紹介。 

○身の回りの危険に備えたい 

   ・地域の危険度を調べる  

地震時の火災延焼危険度を調べる 

土砂災害の危険度を調べる 

災害時要援護者を調べる 

家具転倒等、身近な生活環境の危険度を調べる 

・家の耐震性をチェックする 

○防災に関する知識を得たい 

  

○専門家の応援を受けたい 

 日本建築学会 

 再開発コーディネーター協会 

 NPO日本都市計画家協会 

  

防災まちづくり道具箱

h // d i / l/ i h



 

 

(1)地図上に書き込みが可能です。 
 
 カキコまっぷのベース地図が以下のようにあるとします。→次へ 
 

  

防災に役立つ地域コミュニティツール

h // k ik j /b i/ /k kik P1 01 h



 

 

(1)地図上に書き込みが可能です。 
 
 下図に示すように、地図上に様々な情報を掲示板のように書き込むことができます。→次へ 
 

  

防災に役立つ地域コミュニティツール

h // k ik j /b i/ /k kik P1 02 h
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 ■子どもと一緒に 

防災まちづくりを子どもと一緒に進めるための材料を紹介。 

○防災まちづくり学習 

■紙芝居（稲むらの火） 

■防災まちづくりのガイドブック紹介 

  

○防災教育 

■防災教育チャレンジプラン 

■子どもぼうさい甲子園 

■"ぼうさい探検隊"マップコンクール 

子どもと一緒に

h // d i / l/ i b k h
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h // d i / l/ i b k h
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 まいど!! 大阪 各地の毎日新聞

 

表彰式・発表会／その１ 
 

 安全な街、僕らが作る 思いやりの心、みんなで 

 学校や地域で防災教育に取り組んでいる子どもたちを顕彰する「子どもぼうさい甲

子園」（同実行委員会主催）の表彰式・発表会が今月８日、神戸市中央区のシーガル

ホールで行われた。「ぼうさい大賞」に輝いた千葉県市川市立大野小学校など１１団

体が表彰され、多彩な取り組みを発表。会場には、井戸敏三・兵庫県知事ら約３００

人の聴衆が詰めかけた。【中尾卓英、根本毅、大場弘行、写真・三村政司】 

 ◇「減災文化」創造訴え 

 次世代を担う小中学生の防災教育の取り組みを募集。２６都道府県の８７学校・グ

ループから、地域の課題に応じた応募があった。８人の審査委員（委員長、河田恵

昭・人と防災未来センター長）の選考で、ぼうさい大賞１点、優秀賞３点、入選５点、

審査委員特別賞２点が選ばれた。 

 表彰式・発表会で、実行委員でもある伊藤芳明・毎日新聞大阪本社編集局長が

「みなさんの取り組みは、大人には考えられない視点、アイデアにあふれている。子

どもたちが考えたことを発信し、社会で役立てていきたい」とあいさつ。阪神大震災を

題材にしたＮＨＫ連続テレビ小説「わかば」の主演女優、原田夏希さんも駆けつけ、

賞状と副賞を手渡した。 

 発表会で、受賞校の代表の子どもたちが取り組み内容を披露。歌や劇、紙芝居な

どを通じて、命の大切さや助け合う心を訴えた。震災で生まれた歌「しあわせ運べる

ように」を作詞作曲した臼井真さんの指揮で合唱。会場は感動の渦に包まれた。 

スマトラ沖大地震 新潟県中越地震など国内外で自然災害が相次いでいる 実行

   

・表彰式・発表会／その１ 安全な街、僕

らが作る 思いやりの心みんなで 

・表彰式・発表会／その２止 楽しみなが

ら「備え」伝えたい 人の役に立って笑顔

届けたい

・苦しむ子らに笑顔と希望を 支え合う

心、世界中へ－－発表会

・「子どもぼうさい甲子園」受賞団体決ま

る

・高知市立大津小と愛知県豊橋市立津

田小の取り組み

  

・募集要項

子どもと一緒に

http://www.udri.net/portal/page_tiebukuro.htm
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■交流の広場 

防災まちづくり に参加している方々が 
様々な情報交流や質問などを通じて、交流して頂く広場。 

  

  

  

○テーマ別防災まちづくり掲示板 

・地震対策 

・津波対策 

・風水害対策 

○質問コーナー 

○全国防災まちづくりフォーラム（仮称） 

  

交流の広場

http://www.udri.net/portal/hirobapage.htm
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■リンク  

（国） 

首相官邸  

気象庁  

国土交通省・防災情報  

地震予知連絡会  

総務省  

消防庁 

警察庁（全国） 

文部科学省  

国土地理院  

など 

（大学等） 

東京大学地震研究所  

京都大学防災研究所 

（独）防災科学技術研究所

リンク

h // d i / l/ li k h



 

「みんなで防災」のページ 
（内閣府防災担当）        

このページは、市民、学校、企業、町内会、ボランティア、 
NPOなどの方々が、防災の取組を考えていただく際、 

お役に立つ情報やノウハウを提供させていただくページです。 

（順不同） 

(たたき台) 

  

防災ボランティア
災害時や災害に備えたボランティア活動のサポート情報を掲

載

防災まちづくり 
市民、町内会、商店街、ＮＰＯ等の方々の地域に根ざした

取組 

企業防災
事業継続・企業の取組の評価

 

住宅耐震化

「稲むらの火」と津波対策 
世界にも知られている実話に基づいた津波から村人を救った

物語 
 

防災教育と広報 
学校や地域活動での 
防災の教育広報の取組

防災対策の基本を知りたい
わが国政府や地方自治体の防災対策を解説。広報資料も。

その他項目検討中 

「みんなで防災」のページ

h // d i / l/b i001 h



 
資料－５ 

防災まちづくりワーキング 

調査スケジュール（2005/4/21） 
 

 

番外ワーキング 

ＮＰＯ 江東区の水辺に親しむ会（平成17年５月17日13:00） 

 

モデル地区調査（予定） 
串本町大水崎地区（和歌山） 

防災まちづくり学校（東京都国分寺市） 

高山市防災計画策定委員会（岐阜） 

ＮＰＯ法人豊前の国建設倶楽部（大分） 



　参考資料  防災ポータルサイト構築の方向（素案）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

防災まちづくりポータルサイトにようこそ

　　　【防災まちづくりの拡がりへの期待】
　　　　　　　～内閣府から皆様へ～

　災害への備えには、自助、共助、公助の適
切な連携・組み合わせが必要です。行政の取
組みはもちろんですが、社会の構成員が全員
で取り組む必要があります。実際、阪神・淡路
大震災では、要救助者35,000人の内約8割が
家族や近隣者により救出されたと言われ、地
域での助合いが不可欠なのです。
　
　近年、地域の諸団体、ＮＰＯ等の防災まちづ
くり活動が拡がりを見せていますが、防災を主
目的として始まったものではない地域の活動
が、あるきっかけで防災への関心を高めた例
も少なくありません。そこで、このポータルサイ
トは、活動の事例やお役立ち情報をそろえ、防
災活動の幅を広げるためにも、あるいは新た
に防災に取り組むためにも役立ちたいと考え
ています。

　皆様の力で安全・安心なまちづくりを進める
ため、防災まちづくりポータルサイトを是非ご
活用ください。

防災まちづくりとは何？
～ここから始めてみよう
　　　　　防災まちづくり～
　・防災まちづくり全体像
　　を分かりやすい解説

事例のご案内

　

　

　

支援策のご案内
　
　

防災まちづくり道具箱

リンク

【防災まちづくりとは何？】
～ここから始めてみよう防災まちづくり～
･防災まちづくり活動とはどんな活動なの
　かを具体例をj引きながら解説。

まず、最初に
①学ぶ、②調べる

日頃の心がけ
③付き合う、④連携する
⑤訓練する、⑥交流する、⑦啓発する、
⑧広報する、⑨発信する

何かを生み出す
⑩　計画を作る
⑪　施設を作る
⑫　管理する

　
【子どもと一緒に】
・防災まちづくりを子どもと一緒に進
　めるための材料を提供。

○防災まちづくり学習
　・紙芝居
　→リンク【稲むらの火】
　・防災まちづくり学習ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ
　→リンク【防災まちづくり学習】
　　　（㈳再開発ｺｰﾃﾞｲﾈｰﾀ協会）

○防災教育
　　→リンク【防災教育チャレンジ
　　　　プラン】
　　→リンク【子どもぼうさい甲子
　　　　園】
　　→リンク【ぼうさい探検隊
　　　　　　　　マップコンクール】

【事例のご案内】
　・防災まちづくりの具体的なイメージ
　　を持てるよう、先進事例を紹介
　→リンク【活動組織HP】
　　（事務局の取材等を通じて事例内容
を
　　　を段階的に充実化）
○分類別に調べる
　・活動対象とする市街地の分類
　・想定する災害の分類
　・活動内容による分類
　・組織の特徴による分類
　・活用した支援制度の有無・内容に
　　よる分類
　・活動段階別ニーズによる分類

【支援策のご案内】
・具体的な適用例も含め、防災まちづく
　り支援制度を整理し、何に役立つ制
　度なのかが分かるように構成
○支援対象
　・個人,任意団体,NPO,地方自治体
○支援内容
　・相談,人材派遣,事務局機能支援,
　　技術支援,助成,融資
○支援主体
　・都道府県、市町村については、別
途
　構築されるポータルとリンク
○制度活用にあたっての留意事項

【防災まちづくり道具箱】
　・初心者から防災まちづくりの専門家
　　まで、幅広い層に必要とする情報を
　　紹介（既存のポータルとのリンク）
○ＩＴを活用したコミュニケーション
　ツール（トピックの紹介）
　・カキコマップ、ＷＥＢＧＩＳ
○身の回りに危険に備えたい
　・家の耐震性をチェックしたい
　　→リンク【耐震ポータル（内閣府）】
　　→リンク【わが家の耐震（建築学会）】
　・街の危険場所を調べたい,知りたい
　　→リンク【土砂災害に対する地域防災力
　　　　の診断（内閣府）】など

○専門家の応援を受けたい
　→リンク（専門家組織：
　　ex.日本建築学会、再開発コーディ
　　　　ネータ協会、日本都市計画家
　　　　協会等）

【交流の広場】
・防災まちづくりに参加している方
　々が、様々な情報交換や質問な
　どを通じて、交流する場を提供。

○テーマ別防災まちづくり掲示板
　・震災対策
　・津波対策
　・風水害対策

○質問コーナー
　・防災まちづくりに関する様々な
　　質問を受けつけ、参加者に回答
　　していただく

○全国防災まちづくりﾌｫｰﾗﾑ
　　(仮称)
　・防災フェアー開催に併せ、交流
　　会を開催、その情報を発信

問合せ先

赤字 第二回ワーキングを踏まえ付加・変更した項目凡　例

・分野別支援制度の紹介

・防災まちづくりを進める
　上で役立つトピックを
　紹介

交流の広場

・防災まちづくりに取り組
　む方々の情報交流の場
　（掲示板）

子どもと一緒に

・子ども達にも分かるよう
　防災の大切さを絵解き

・キーワードによる総合検索

アクセスカウンター

・リンク情報を内容別の一覧（再掲）

「みんなで防災」のページ
（内閣府防災担当）

防災ボランティア

企業防災

・・

　・分類検索による事例紹介
　●災害別
　●地域特性別
　●分野別
　●主体別

総合検索

【防災まちづくりの拡がりへの期待】
～内閣府から皆様へ～

【トピックス】
・ＩＴを活用したｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾂｰﾙ
・全国防災まちづくりフォーラム(仮）

 


